
１ 計画
けいかく

改定
かいてい

の趣旨
しゅし

西
にし

東京市
とうきょうし

では、平成
へいせい

年
ねん

３月
がつ

に、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

条
じょう

第
だい

３項
こう

における「市町村
しちょうそん

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」に位置
い ち

づけられる計画
けいかく

として、平成
へいせい

（ ）年度
ねん ど

から平成
へいせい

（ ）年
ねん

度
ど

までを計画
けいかく

期間
きか ん

とする「西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

」を策定
さくてい

しました。

この度
たび

、平成
へいせい

年度
ねん ど

に同計画
どうけいかく

の中間
ちゅうかん

年
ねん

を迎
むか

えたことから、計画
けいかく

の一部
いち ぶ

改定
かいてい

を 行
おこな

い、

後半
こうはん

５年間
ねんかん

の「西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

」を策定
さくてい

しました。

 

２ 障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

の位置
い ち

づけ

本計画
ほんけいかく

は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

条
じょう

に基
もと

づく計画
けいかく

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

のための施策
しさ く

に関
かん

す

る基本的
きほんてき

な事項
じこ う

を定
さだ

める中長期
ちゅうちょうき

の計画
けいかく

です。障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づいて策定
さくてい

している

「第
だい

５期
き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

・第
だい

１期
き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害児
しょうがいじ

福祉
ふく し

計画
けいかく

」とは、調和
ちょうわ

を保
たも

って

作成
さくせい

するほか、「西
にし

東京市
とうきょうし

総合
そうごう

計画
けいかく

」をはじめ、関連
かんれん

計画
けいかく

とも連携
れんけい

を図
はか

りながら、施策
しさ く

・

事業
じぎょう

を進
すす

めていきます。

◆ 障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

の位置
い ち

づけ ◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

西
にし

東京市
とうきょうし

第２次
だい じ

総合
そうごう

計画
けいかく

 基本
きほん

構想
こうそう

 基本
きほん

計画
けいかく

 実施
じっし

計画
けいかく

第５期
だい き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

・第１期
だい き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害児
しょうがいじ

福祉
ふく し

計画
けいかく

第６期
だい き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

・第２期
だい き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害児
しょうがいじ

福祉
ふく し

計画
けいかく

＜西
にし

東京市
とうきょうし

の関連
かんれん

計画
けいかく

＞

 地域
ちい き

福祉
ふく し

計画
けいかく

 
 高齢者

こうれいしゃ

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

計画
けいかく

・介護
かい ご

保険
ほけ ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

 
 健康

けんこう

づくり推進
すいしん

プラン 
 子育

こそ だ

ち・子育
こそ だ

てワイワイプ

ラン 
 教育

きょういく

計画
けいかく

 
 スポーツ推進

すいしん

計画
けいかく

等
など

 

【東京都
とうきょうと

】

東京都
とうきょうと

障害者
しょうがいしゃ

・障害児
しょうがいじ

施策
しさ く

推進
すいしん

計画
けいかく

西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

【国
くに

】障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（第４次
だい じ

）



３ 計画
けいかく

の期間
きかん

後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

期間
きか ん

は、平成
へいせい

（ ）年度
ねん ど

から平成
へいせい

（ ）年度
ねん ど

までです。

◆ 障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

の計画
けいかく

期間
きか ん

◆

平成
へいせい

年度
ねんど

平成
へいせい

年度
ねんど

平成
へいせい

年度
ねんど

平成
へいせい

年度
ねんど

平成
へいせい

年度
ねんど

平成
へいせい

年度
ねんど

平成
へいせい

年度
ねんど

平成
へいせい

年度
ねんど

平成
へいせい

年度
ねんど

平成
へいせい

年度
ねんど

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

前期
ぜ ん き

後期
こ う き

中間
ちゅうかん

年
ねん

の見直
み な お

し

４ 前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

と課題
かだ い

等
など

前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

で掲
かか

げた「重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

」について、この５年間
ねんかん

の取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

や

課題
かだ い

等
など

を示
しめ

しています。

【前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

で掲
かか

げた重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

１】

障害
しょうがい

のある子
こ

どもへの支援
しえん

を充実
じゅうじつ

します

 早期
そう き

発見
はっけん

・早期
そう き

療育
りょういく

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

りました。

 全数
ぜんすう

対象
たいしょう

の乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健
けん

康
こう

診
しん

査
さ

を有効
ゆうこう い ご

に活かしつつ、その後の療育
りょういく

に結
むす

び付
つ

けてい

く体制
たいせい

の整備
せい び

を進
すす

めました。

 障害
しょうがい

のある子
こ

どもを持
も

つ保護者
ほ ご し ゃ

への支援
しえ ん

を行
おこな

いました。

 「ペア・ピアカウンセリング」「ペアレントメンター」等
など

の取組
とりくみ

のほか、就学
しゅうがく

相談
そうだん

や教育
きょういく

相談
そうだん

において、障害児
しょうがいじ

教育
きょういく

の専門家
せんもんか

や臨床
りんしょう

心理士
し ん り し

等
など

による支援
しえ ん

を

行い
おこ な

ました。

 教育
きょういく

・相談
そうだん

事業
じぎょう

を推進
すいしん

してきました。

 「こどもの発達
はったつ

センター・ひいらぎ」での相談
そうだん

対応
たいおう

、幼稚園
ようちえん

・保育
ほい く

園
えん

等
など

への訪問
ほうもん

による相談
そうだん

対応
たいおう

等
など

を実施
じっ し

しました。

 障害児
しょうがいじ

の放課後
ほ う か ご

等
など

の居場所
い ば し ょ

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みました。

 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの事業所数
じぎょうしょすう

は大
おお

きく増加
ぞう か

しています。今後
こん ご

は、質
しつ

１ 計画
けいかく

改定
かいてい

の趣旨
しゅし

西
にし

東京市
とうきょうし

では、平成
へいせい

年
ねん

３月
がつ

に、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

条
じょう

第
だい

３項
こう

における「市町村
しちょうそん

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」に位置
い ち

づけられる計画
けいかく

として、平成
へいせい

（ ）年度
ねん ど

から平成
へいせい

（ ）年
ねん

度
ど

までを計画
けいかく

期間
きか ん

とする「西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

」を策定
さくてい

しました。

この度
たび

、平成
へいせい

年度
ねん ど

に同計画
どうけいかく

の中間
ちゅうかん

年
ねん

を迎
むか

えたことから、計画
けいかく

の一部
いち ぶ

改定
かいてい

を 行
おこな

い、

後半
こうはん

５年間
ねんかん

の「西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

」を策定
さくてい

しました。

 

２ 障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

の位置
い ち

づけ

本計画
ほんけいかく

は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

条
じょう

に基
もと

づく計画
けいかく

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

のための施策
しさ く

に関
かん

す

る基本的
きほんてき

な事項
じこ う

を定
さだ

める中長期
ちゅうちょうき

の計画
けいかく

です。障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づいて策定
さくてい

している

「第
だい

５期
き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

・第
だい

１期
き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害児
しょうがいじ

福祉
ふく し

計画
けいかく

」とは、調和
ちょうわ

を保
たも

って

作成
さくせい

するほか、「西
にし

東京市
とうきょうし

総合
そうごう

計画
けいかく

」をはじめ、関連
かんれん

計画
けいかく

とも連携
れんけい

を図
はか

りながら、施策
しさ く

・

事業
じぎょう

を進
すす

めていきます。

◆ 障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

の位置
い ち

づけ ◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

西
にし

東京市
とうきょうし

第２次
だい じ

総合
そうごう

計画
けいかく

 基本
きほん

構想
こうそう

 基本
きほん

計画
けいかく

 実施
じっし

計画
けいかく

第５期
だい き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

・第１期
だい き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害児
しょうがいじ

福祉
ふく し

計画
けいかく

第６期
だい き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

・第２期
だい き

西
にし

東京市
とうきょうし

障害児
しょうがいじ

福祉
ふく し

計画
けいかく

＜西
にし

東京市
とうきょうし

の関連
かんれん

計画
けいかく

＞

 地域
ちい き

福祉
ふく し

計画
けいかく

 
 高齢者

こうれいしゃ

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

計画
けいかく

・介護
かい ご

保険
ほけ ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

 
 健康

けんこう

づくり推進
すいしん

プラン 
 子育

こそ だ

ち・子育
こそ だ

てワイワイプ

ラン 
 教育

きょういく

計画
けいかく

 
 スポーツ推進

すいしん

計画
けいかく

等
など

 

【東京都
とうきょうと

】

東京都
とうきょうと

障害者
しょうがいしゃ

・障害児
しょうがいじ

施策
しさ く

推進
すいしん

計画
けいかく

西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

【国
くに

】障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（第４次
だい じ

）



が課題
かだ い

だといえます。

【前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

で掲
かか

げた重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

２】

障害
しょうがい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
りかい

を推進
すいしん

します

 広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

に継続的
けいぞくてき

に取
と

り組
く

みました。

 市民
しみ ん

まつりにブース出店
しゅってん

を 行
おこな

い、ヘルプカード、ヘルプマーク、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

に関
かん

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

いました。

 障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

に、アスタセンターコートや市民
しみ ん

会館
かいかん

を利用
りよ う

した障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

などに

よる自主
じし ゅ

製品
せいひん

の魅力
みりょく

発信
はっしん

・活動
かつどう

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

ったほか、講演会
こうえんかい

を実施
じっ し

しました。

 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえ ん

センターと地域
ちい き

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

しました。

 「西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえ ん

センター・フレンドリー」において、フレンドリー祭
まつ

りを開
かい

催
さい

し、各事業所
かくじぎょうしょ

、一般
いっぱん

利用
りよ う

団体
だんたい

、地域
ちい き

住民
じゅうみん

との交流
こうりゅう

を図
はか

りました。

 障害
しょうがい

のある人
ひと

をサポートする仕組
し く

みづくりを進
すす

めました。

 平成
へいせい

年度
ねん ど

より障害者
しょうがいしゃ

サポーター養成
ようせい

講座
こう ざ

を実施
じっ し

しました。

 「ヘルプカード」、「サポートバンダナ」の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

いました。

【前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

で掲
かか

げた重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

３】

相談
そうだん

支援
しえ ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

します

 相談
そうだん

機関
きか ん

相互
そう ご

の連携
れんけい

を推進
すいしん

しました。

 切
き

れ目
め

のない相談
そうだん

支援
しえ ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

することを目的
もくてき

に、庁内
ちょうない

関係課
かんけいか

による検討
けんとう

委員会
いいんかい

を開催
かいさい

し、子
こ

ども相談
そうだん

業務
ぎょうむ

において、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

の必要性
ひつようせい

と連携
れんけい

の円滑化
えんかつか

について検討
けんとう

しました。

 「基幹
きか ん

相談
そうだん

支援
しえ ん

センター」と「相談
そうだん

支援
しえ ん

センター・えぽっく」において、定例的
ていれいてき

なケース会議
かい ぎ

を行
おこな

い、連携
れんけい

強化
きょうか

を図
はか

りました。

 相談
そうだん

支援
しえ ん

部会
ぶか い

において、事例
じれ い

検討
けんとう

や相談
そうだん

支援
しえ ん

マニュアルの作成
さくせい

について検討
けんとう

し、

相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

との連携
れんけい

強化
きょうか

に努
つと

めました。

の向上
こうじょう

等
など



【前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

で掲
かか

げた重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

４】

障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さん か

を支援
しえん

します

 知的
ちて き

障害者
しょうがいしゃ

を主
おも

に対象
たいしょう

とする地域
ちい き

活動
かつどう

支援
しえ ん

センターを開設
かいせつ

しました。

 平成
へいせい

年度
ねん ど

に、「地域
ちい き

活動
かつどう

支援
しえ ん

センター・ブルーム」を開設
かいせつ

しました。

 就労
しゅうろう

援助
えんじょ

事業
じぎょう

を実施
じっ し

しました。

 「障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
しえ ん

センター・一歩
いっ ぽ

」にコーディネーターを配置
はい ち

し、必要
ひつよう

な支援
しえ ん

を行
おこな

いました。

 障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
しえ ん

セミナーを開催
かいさい

し、関係
かんけい

機関
きか ん

とのネットワーク構築
こうちく

に努
つと

めまし

た。

【前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

で掲
かか

げた重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

５】

地域
ちい き

で安心
あんしん

して暮
く

らせるまちづくりを推進
すいしん

します

 障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

センター機能
きの う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

りました。

 障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

センターの窓口
まどぐち

を設置
せっ ち

し、虐待
ぎゃくたい

の通報
つうほう

・届出
とどけで

に対
たい

する迅速
じんそく

・

適切
てきせつ

な対応
たいおう

や、虐待
ぎゃくたい

の未
み

然
ぜん

の防止
ぼう し

に努
つと

めました。

 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

に関
かん

するイベントを実施
じっ し

し、市民
しみ ん

まつりにおいて啓発
けいはつ

活動
かつどう

を 行
おこな

いまし

た。

 権利
けん り

擁護
よう ご

センター・あんしん西
にし

東京
とうきょう

との連携
れんけい

を推進
すいしん

しました。

 権利
けん り

擁護
よう ご

センターでは、申立
もうした

ての手続
てつづき

支援
しえ ん

を行
おこな

うなどとともに、講演会
こうえんかい

の開催
かいさい

や、

広報誌
こうほうし

の発行
はっこう

などを通
つう

じて、権利
けん り

擁護
よう ご

制度
せい ど

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

に努
つと

めました。

 グループホーム等
など

の整備
せい び

を進
すす

めました。

 社会
しゃかい

福祉
ふく し

法人
ほうじん

等
など

による設置
せっ ち

に協 力
きょうりょく

、事業所
じぎょうしょ

の誘致
ゆう ち

等
など

を行
おこな

いました。

 避難
ひな ん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

個別
こべ つ

計画
けいかく

の作成
さくせい

を進
すす

めました。

 避難
ひな ん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

を対象
たいしょう

とし、避難
ひな ん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

個別
こべ つ

計画
けいかく

の作成
さくせい

を順次
じゅんじ

進
すす

めてい

ます。

 防災
ぼうさい

知識
ちし き

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

のために、多
おお

くの市民
しみ ん

を対象
たいしょう

に防災
ぼうさい

講話
こう わ

を実施
じっ し

しました。

が課題
かだ い

だといえます。

【前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

で掲
かか

げた重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

２】

障害
しょうがい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
りかい

を推進
すいしん

します

 広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

に継続的
けいぞくてき

に取
と

り組
く

みました。

 市民
しみ ん

まつりにブース出店
しゅってん

を 行
おこな

い、ヘルプカード、ヘルプマーク、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

に関
かん

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

いました。

 障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

に、アスタセンターコートや市民
しみ ん

会館
かいかん

を利用
りよ う

した障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

などに

よる自主
じし ゅ

製品
せいひん

の魅力
みりょく

発信
はっしん

・活動
かつどう

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

ったほか、講演会
こうえんかい

を実施
じっ し

しました。

 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえ ん

センターと地域
ちい き

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

しました。

 「西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえ ん

センター・フレンドリー」において、フレンドリー祭
まつ

りを開
かい

催
さい

し、各事業所
かくじぎょうしょ

、一般
いっぱん

利用
りよ う

団体
だんたい

、地域
ちい き

住民
じゅうみん

との交流
こうりゅう

を図
はか

りました。

 障害
しょうがい

のある人
ひと

をサポートする仕組
し く

みづくりを進
すす

めました。

 平成
へいせい

年度
ねん ど

より障害者
しょうがいしゃ

サポーター養成
ようせい

講座
こう ざ

を実施
じっ し

しました。

 「ヘルプカード」、「サポートバンダナ」の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

いました。

【前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

で掲
かか

げた重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

３】

相談
そうだん

支援
しえ ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

します

 相談
そうだん

機関
きか ん

相互
そう ご

の連携
れんけい

を推進
すいしん

しました。

 切
き

れ目
め

のない相談
そうだん

支援
しえ ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

することを目的
もくてき

に、庁内
ちょうない

関係課
かんけいか

による検討
けんとう

委員会
いいんかい

を開催
かいさい

し、子
こ

ども相談
そうだん

業務
ぎょうむ

において、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

の必要性
ひつようせい

と連携
れんけい

の円滑化
えんかつか

について検討
けんとう

しました。

 「基幹
きか ん

相談
そうだん

支援
しえ ん

センター」と「相談
そうだん

支援
しえ ん

センター・えぽっく」において、定例的
ていれいてき

なケース会議
かい ぎ

を行
おこな

い、連携
れんけい

強化
きょうか

を図
はか

りました。

 相談
そうだん

支援
しえ ん

部会
ぶか い

において、事例
じれ い

検討
けんとう

や相談
そうだん

支援
しえ ん

マニュアルの作成
さくせい

について検討
けんとう

し、

相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

との連携
れんけい

強化
きょうか

に努
つと

めました。

の向上
こうじょう

等
など



 その他
た

、障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちい き

で安心
あんしん

して暮
く

らしていくために必要
ひつよう

なこと

 地域
ちい き

で暮
く

らしていくには、障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する地域
ちい き

の理解
りか い

をより一層
いっそう

高
たか

める

ことが必要
ひつよう

です。

 障害者
しょうがいしゃ

の視点
して ん

を意識
いし き

した防災
ぼうさい

や災害
さいがい

対策
たいさく

の充実
じゅうじつ

や、障害者
しょうがいしゃ

が 歳
さい

を迎
むか

える際
さい

に、障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービスから介護
かい ご

保険
ほけ ん

サービスへとスムーズに移行
いこ う

する体制
たいせい

の構築
こうちく

も求
もと

められます。

５ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の基本
きほん

理念
りね ん

と基本
きほん

方針
ほうしん

後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の基本
きほ ん

理念
りね ん

と基本
きほ ん

方針
ほうしん

は、前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

を基
もと

に、以下
い か

のとおり

設定
せってい

します。

◆ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の基本
きほ ん

理念
りね ん

と３つの基本
きほ ん

方針
ほうしん

◆

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

障害
しょうがい

のある人
ひと

が、その生涯
しょうがい

にわたって、

個人
こじん

としての尊厳
そんげん

が守
まも

られ、主体的
しゅたいてき

にいきいきと活動
かつどう

し、

住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

の中
なか

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるまちづくりを進
すす

めます。

１

ライフステージを通
つう

じ

て切
き

れ目
め

のない支援
しえ ん

に

取
と

り組
く

みます。

基本
きほ ん

方針
ほうしん

３

地域
ちい き

で安心
あんしん

して快適
かいてき

に、健康
けんこう

であると

実感
じっかん

しながら暮
く

らす

ことができるまちづ

くりを進
すす

めます。

２

主体的
しゅたいてき

にいきいきと

活動
かつどう

するための支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。

基本
きほ ん

方針
ほうしん

基本
きほ ん

方針
ほうしん

６ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の全体像
ぜんたいぞう

 

後半
こうはん

５年間
ねんかん

の「西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

」は、前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

と同様
どうよう

に、「基本
きほ ん

理念
りね ん

」及
およ

び３つの「基本
きほ ん

方針
ほうしん

」に紐
ひも

づける 形
かたち

で、「施策
しさ く

の方向性
ほうこうせい

」及
およ

び、市
し

が展開
てんかい

・

推進
すいしん

していく個別
こべ つ

の具体的
ぐたいてき

な各施策
かくしさく

を定
さだ

めました。

 

◆ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の全体像
ぜんたいぞう

◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

基本
きほ ん

方針
ほうしん

施策
しさ く

の方向性
ほうこうせい

２ 生活
せいかつ

環境
かんきょう

 バリアフリー環境
かんきょう

の整備
せい び

を進
すす

めるとともにグ

ループホーム等
など

の整備
せい び

を進
すす

めます。

３ 保健
ほけ ん

・医療
いりょう

 障害
しょうがい

のある人
ひと

のニーズを踏
ふ

まえ、保健
ほけ ん

・医療
いりょう

分野
ぶん や

と福祉
ふく し

の連携
れんけい

を進
すす

めます。

１ 広報
こうほう

・啓発
けいはつ

 障害
しょうがい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
りか い

を深
ふか

めるため

の取組
とりくみ

を進
すす

めます。

４ 情報
じょうほう

・コミュニケーション

 必要
ひつよう

な 情報
じょうほう

が確実
かくじつ

に当事者
とうじしゃ

に届
とど

くよう、

障害
しょうがい

特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

を進
すす

めます。

１ 相談
そうだん

支援
しえ ん

・ネットワーク

 より相談
そうだん

しやすい窓口
まどぐち

の整備
せい び

と相談
そうだん

機関
きか ん

相互
そう ご

のネットワーク化
か

を進
すす

めます。

３ 教 育
きょういく

・育成
いくせい

 必要
ひつよう

な時期
じ き

に必要
ひつよう

な療育
りょういく

を受
う

けられるよう

早期
そう き

発見
はっけん

・早期
そう き

療育
りょういく

体制
たいせい

を整備
せい び

します。

２ 生活
せいかつ

支援
しえ ん

 ライフステージごとに、必要
ひつよう

な支援
しえ ん

を受
う

けら

れる体制
たいせい

を整備
せい び

します。

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人ひ
と

が
、
そ
の
生
涯

し
ょ
う
が
い

に
わ
た
っ
て
、
個
人

こ

じ

ん

と
し
て
の
尊
厳

そ
ん
げ
ん

が
守ま
も

ら

れ
、
主
体
的

し
ゅ
た
い
て
き

に
い
き
い
き
と
活
動

か
つ
ど
う

し
、
住す

み
慣な

れ
た
地
域

ち

い

き

の
中な
か

で
安
心

あ
ん
し
ん

し
て
生
活

せ
い
か
つ

で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進す
す

め
ま
す
。

【基本
きほ ん

方針
ほうしん

１】

 ライフステージを通
つう

じて

切
き

れ目
め

のない支援
しえん

に取
と

り組
く

みます。

【基本
きほ ん

方針
ほうしん

２】

 主 体 的
しゅたいてき

に い き い き と

活 動
かつどう

するための支援
しえん

に取
と

り組
く

みます。

【基本
きほん

方針
ほうしん

３】

 地域
ちいき

で 安 心
あんしん

し て 快 適
かいてき

に、健 康
けんこう

であると実 感
じっかん

しながら暮
く

らすことがで

きるまちづくりを進
すす

めま

す。

見直
みなお

し

１ 雇用
こよ う

・就 業
しゅうぎょう

 障害
しょうがい

の特性
とくせい

に合
あ

わせた雇用
こよ う

の場
ば

の拡
かく

大
だい

や、

適切
てきせつ

な 就労
しゅうろう

支援
しえ ん

、障害者
しょうがいしゃ

施設
しせ つ

等
など

への優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

等
など

を進
すす

めます。

２ 余暇
よ か

活動
かつどう

・生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
かつどう

 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に楽
たの

しむ様々
さまざま

な

余暇
よ か

活動
かつどう

等
など

の機会
きか い

を拡大
かくだい

します。

見直
み な お

し

１ 障 害
しょうがい

や障 害
しょうがい

のある人
ひと

を理解
りかい

し、「共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

を目指
め ざ

します

２ 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

します

３ 地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせるまちづくりを推進
すいしん

します

４ 障 害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

へ、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

します

５ 相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

します

一部
いち ぶ

見直
みな お

し

５年間
ねんかん

の

重 点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく



６ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の全体像
ぜんたいぞう

 

後半
こうはん

５年間
ねんかん

の「西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

」は、前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

と同様
どうよう

に、「基本
きほ ん

理念
りね ん

」及
およ

び３つの「基本
きほ ん

方針
ほうしん

」に紐
ひも

づける 形
かたち

で、「施策
しさ く

の方向性
ほうこうせい

」及
およ

び、市
し

が展開
てんかい

・

推進
すいしん

していく個別
こべ つ

の具体的
ぐたいてき

な各施策
かくしさく

を定
さだ

めました。

 

◆ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の全体像
ぜんたいぞう

◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

基本
きほ ん

方針
ほうしん

施策
しさ く

の方向性
ほうこうせい

２ 生活
せいかつ

環境
かんきょう

 バリアフリー環境
かんきょう

の整備
せい び

を進
すす

めるとともにグ

ループホーム等
など

の整備
せい び

を進
すす

めます。

３ 保健
ほけ ん

・医療
いりょう

 障害
しょうがい

のある人
ひと

のニーズを踏
ふ

まえ、保健
ほけ ん

・医療
いりょう

分野
ぶん や

と福祉
ふく し

の連携
れんけい

を進
すす

めます。

１ 広報
こうほう

・啓発
けいはつ

 障害
しょうがい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
りか い

を深
ふか

めるため

の取組
とりくみ

を進
すす

めます。

４ 情報
じょうほう

・コミュニケーション

 必要
ひつよう

な 情報
じょうほう

が確実
かくじつ

に当事者
とうじしゃ

に届
とど

くよう、

障害
しょうがい

特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

を進
すす

めます。

１ 相談
そうだん

支援
しえ ん

・ネットワーク

 より相談
そうだん

しやすい窓口
まどぐち

の整備
せい び

と相談
そうだん

機関
きか ん

相互
そう ご

のネットワーク化
か

を進
すす

めます。

３ 教 育
きょういく

・育成
いくせい

 必要
ひつよう

な時期
じ き

に必要
ひつよう

な療育
りょういく

を受
う

けられるよう

早期
そう き

発見
はっけん

・早期
そう き

療育
りょういく

体制
たいせい

を整備
せい び

します。

２ 生活
せいかつ

支援
しえ ん

 ライフステージごとに、必要
ひつよう

な支援
しえ ん

を受
う

けら

れる体制
たいせい

を整備
せい び

します。

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人ひ
と

が
、
そ
の
生
涯

し
ょ
う
が
い

に
わ
た
っ
て
、
個
人

こ

じ

ん

と
し
て
の
尊
厳

そ
ん
げ
ん

が
守ま
も

ら

れ
、
主
体
的

し
ゅ
た
い
て
き

に
い
き
い
き
と
活
動

か
つ
ど
う

し
、
住す

み
慣な

れ
た
地
域

ち

い

き

の
中な
か

で
安
心

あ
ん
し
ん

し
て
生
活

せ
い
か
つ

で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進す
す

め
ま
す
。

【基本
きほ ん

方針
ほうしん

１】

 ライフステージを通
つう

じて

切
き

れ目
め

のない支援
しえん

に取
と

り組
く

みます。

【基本
きほ ん

方針
ほうしん

２】

 主 体 的
しゅたいてき

に い き い き と

活 動
かつどう

するための支援
しえん

に取
と

り組
く

みます。

【基本
きほん

方針
ほうしん

３】

 地域
ちいき

で 安 心
あんしん

し て 快 適
かいてき

に、健 康
けんこう

であると実 感
じっかん

しながら暮
く

らすことがで

きるまちづくりを進
すす

めま

す。

見直
みなお

し

１ 雇用
こよ う

・就 業
しゅうぎょう

 障害
しょうがい

の特性
とくせい

に合
あ

わせた雇用
こよ う

の場
ば

の拡
かく

大
だい

や、

適切
てきせつ

な 就労
しゅうろう

支援
しえ ん

、障害者
しょうがいしゃ

施設
しせ つ

等
など

への優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

等
など

を進
すす

めます。

２ 余暇
よ か

活動
かつどう

・生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
かつどう

 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に楽
たの

しむ様々
さまざま

な

余暇
よ か

活動
かつどう

等
など

の機会
きか い

を拡大
かくだい

します。

見直
み な お

し

１ 障 害
しょうがい

や障 害
しょうがい

のある人
ひと

を理解
りかい

し、「共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

を目指
め ざ

します

２ 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

します

３ 地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせるまちづくりを推進
すいしん

します

４ 障 害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

へ、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

します

５ 相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

します

一部
いち ぶ

見直
みな お

し

５年間
ねんかん

の

重 点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

 その他
た

、障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちい き

で安心
あんしん

して暮
く

らしていくために必要
ひつよう

なこと

 地域
ちい き

で暮
く

らしていくには、障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する地域
ちい き

の理解
りか い

をより一層
いっそう

高
たか

める

ことが必要
ひつよう

です。

 障害者
しょうがいしゃ

の視点
して ん

を意識
いし き

した防災
ぼうさい

や災害
さいがい

対策
たいさく

の充実
じゅうじつ

や、障害者
しょうがいしゃ

が 歳
さい

を迎
むか

える際
さい

に、障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービスから介護
かい ご

保険
ほけ ん

サービスへとスムーズに移行
いこ う

する体制
たいせい

の構築
こうちく

も求
もと

められます。

５ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の基本
きほん

理念
りね ん

と基本
きほん

方針
ほうしん

後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の基本
きほ ん

理念
りね ん

と基本
きほ ん

方針
ほうしん

は、前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

を基
もと

に、以下
い か

のとおり

設定
せってい

します。

◆ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の基本
きほ ん

理念
りね ん

と３つの基本
きほ ん

方針
ほうしん

◆

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

障害
しょうがい

のある人
ひと

が、その生涯
しょうがい

にわたって、

個人
こじん

としての尊厳
そんげん

が守
まも

られ、主体的
しゅたいてき

にいきいきと活動
かつどう

し、

住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

の中
なか

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるまちづくりを進
すす

めます。

１

ライフステージを通
つう

じ

て切
き

れ目
め

のない支援
しえ ん

に

取
と

り組
く

みます。

基本
きほ ん

方針
ほうしん

３

地域
ちい き

で安心
あんしん

して快適
かいてき

に、健康
けんこう

であると

実感
じっかん

しながら暮
く

らす

ことができるまちづ

くりを進
すす

めます。

２

主体的
しゅたいてき

にいきいきと

活動
かつどう

するための支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。

基本
きほ ん

方針
ほうしん

基本
きほ ん

方針
ほうしん

６ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の全体像
ぜんたいぞう

 

後半
こうはん

５年間
ねんかん

の「西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

」は、前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

と同様
どうよう

に、「基本
きほ ん

理念
りね ん

」及
およ

び３つの「基本
きほ ん

方針
ほうしん

」に紐
ひも

づける 形
かたち

で、「施策
しさ く

の方向性
ほうこうせい

」及
およ

び、市
し

が展開
てんかい

・

推進
すいしん

していく個別
こべ つ

の具体的
ぐたいてき

な各施策
かくしさく

を定
さだ

めました。

 

◆ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の全体像
ぜんたいぞう

◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

基本
きほ ん

方針
ほうしん

施策
しさ く

の方向性
ほうこうせい

２ 生活
せいかつ

環境
かんきょう

 バリアフリー環境
かんきょう

の整備
せい び

を進
すす

めるとともにグ

ループホーム等
など

の整備
せい び

を進
すす

めます。

３ 保健
ほけ ん

・医療
いりょう

 障害
しょうがい

のある人
ひと

のニーズを踏
ふ

まえ、保健
ほけ ん

・医療
いりょう

分野
ぶん や

と福祉
ふく し

の連携
れんけい

を進
すす

めます。

１ 広報
こうほう

・啓発
けいはつ

 障害
しょうがい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
りか い

を深
ふか

めるため

の取組
とりくみ

を進
すす

めます。

４ 情報
じょうほう

・コミュニケーション

 必要
ひつよう

な 情報
じょうほう

が確実
かくじつ

に当事者
とうじしゃ

に届
とど

くよう、

障害
しょうがい

特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

を進
すす

めます。

１ 相談
そうだん

支援
しえ ん

・ネットワーク

 より相談
そうだん

しやすい窓口
まどぐち

の整備
せい び

と相談
そうだん

機関
きか ん

相互
そう ご

のネットワーク化
か

を進
すす

めます。

３ 教 育
きょういく

・育成
いくせい

 必要
ひつよう

な時期
じ き

に必要
ひつよう

な療育
りょういく

を受
う

けられるよう

早期
そう き

発見
はっけん

・早期
そう き

療育
りょういく

体制
たいせい

を整備
せい び

します。

２ 生活
せいかつ

支援
しえ ん

 ライフステージごとに、必要
ひつよう

な支援
しえ ん

を受
う

けら

れる体制
たいせい

を整備
せい び

します。

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人ひ
と

が
、
そ
の
生
涯

し
ょ
う
が
い

に
わ
た
っ
て
、
個
人

こ

じ

ん

と
し
て
の
尊
厳

そ
ん
げ
ん

が
守ま
も

ら

れ
、
主
体
的

し
ゅ
た
い
て
き

に
い
き
い
き
と
活
動

か
つ
ど
う

し
、
住す

み
慣な

れ
た
地
域

ち

い

き

の
中な
か

で
安
心

あ
ん
し
ん

し
て
生
活

せ
い
か
つ

で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進す
す

め
ま
す
。

【基本
きほ ん

方針
ほうしん

１】

 ライフステージを通
つう

じて

切
き

れ目
め

のない支援
しえん

に取
と

り組
く

みます。

【基本
きほ ん

方針
ほうしん

２】

 主 体 的
しゅたいてき

に い き い き と

活 動
かつどう

するための支援
しえん

に取
と

り組
く

みます。

【基本
きほん

方針
ほうしん

３】

 地域
ちいき

で 安 心
あんしん

し て 快 適
かいてき

に、健 康
けんこう

であると実 感
じっかん

しながら暮
く

らすことがで

きるまちづくりを進
すす

めま

す。

見直
みなお

し

１ 雇用
こよ う

・就 業
しゅうぎょう

 障害
しょうがい

の特性
とくせい

に合
あ

わせた雇用
こよ う

の場
ば

の拡
かく

大
だい

や、

適切
てきせつ

な 就労
しゅうろう

支援
しえ ん

、障害者
しょうがいしゃ

施設
しせ つ

等
など

への優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

等
など

を進
すす

めます。

２ 余暇
よ か

活動
かつどう

・生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
かつどう

 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に楽
たの

しむ様々
さまざま

な

余暇
よ か

活動
かつどう

等
など

の機会
きか い

を拡大
かくだい

します。

見直
み な お

し

１ 障 害
しょうがい

や障 害
しょうがい

のある人
ひと

を理解
りかい

し、「共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

を目指
め ざ

します

２ 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

します

３ 地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせるまちづくりを推進
すいしん

します

４ 障 害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

へ、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

します

５ 相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

します

一部
いち ぶ

見直
みな お

し

５年間
ねんかん

の

重 点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

６ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の全体像
ぜんたいぞう

 

後半
こうはん

５年間
ねんかん

の「西
にし

東京市
とうきょうし

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

」は、前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

と同様
どうよう

に、「基本
きほ ん

理念
りね ん

」及
およ

び３つの「基本
きほ ん

方針
ほうしん

」に紐
ひも

づける 形
かたち

で、「施策
しさ く

の方向性
ほうこうせい

」及
およ

び、市
し

が展開
てんかい

・

推進
すいしん

していく個別
こべ つ

の具体的
ぐたいてき

な各施策
かくしさく

を定
さだ

めました。

 

◆ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の全体像
ぜんたいぞう

◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

基本
きほ ん

方針
ほうしん

施策
しさ く

の方向性
ほうこうせい

２ 生活
せいかつ

環境
かんきょう

 バリアフリー環境
かんきょう

の整備
せい び

を進
すす

めるとともにグ

ループホーム等
など

の整備
せい び

を進
すす

めます。

３ 保健
ほけ ん

・医療
いりょう

 障害
しょうがい

のある人
ひと

のニーズを踏
ふ

まえ、保健
ほけ ん

・医療
いりょう

分野
ぶん や

と福祉
ふく し

の連携
れんけい

を進
すす

めます。

１ 広報
こうほう

・啓発
けいはつ

 障害
しょうがい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
りか い

を深
ふか

めるため

の取組
とりくみ

を進
すす

めます。

４ 情報
じょうほう

・コミュニケーション

 必要
ひつよう

な 情報
じょうほう

が確実
かくじつ

に当事者
とうじしゃ

に届
とど

くよう、

障害
しょうがい

特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

を進
すす

めます。

１ 相談
そうだん

支援
しえ ん

・ネットワーク

 より相談
そうだん

しやすい窓口
まどぐち

の整備
せい び

と相談
そうだん

機関
きか ん

相互
そう ご

のネットワーク化
か

を進
すす

めます。

３ 教 育
きょういく

・育成
いくせい

 必要
ひつよう

な時期
じ き

に必要
ひつよう

な療育
りょういく

を受
う

けられるよう

早期
そう き

発見
はっけん

・早期
そう き

療育
りょういく

体制
たいせい

を整備
せい び

します。

２ 生活
せいかつ

支援
しえ ん

 ライフステージごとに、必要
ひつよう

な支援
しえ ん

を受
う

けら

れる体制
たいせい

を整備
せい び

します。

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人ひ
と

が
、
そ
の
生
涯

し
ょ
う
が
い

に
わ
た
っ
て
、
個
人

こ

じ

ん

と
し
て
の
尊
厳

そ
ん
げ
ん

が
守ま
も

ら

れ
、
主
体
的

し
ゅ
た
い
て
き

に
い
き
い
き
と
活
動

か
つ
ど
う

し
、
住す

み
慣な

れ
た
地
域

ち

い

き

の
中な
か

で
安
心

あ
ん
し
ん

し
て
生
活

せ
い
か
つ

で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進す
す

め
ま
す
。

【基本
きほ ん

方針
ほうしん

１】

 ライフステージを通
つう

じて

切
き

れ目
め

のない支援
しえん

に取
と

り組
く

みます。

【基本
きほ ん

方針
ほうしん

２】

 主 体 的
しゅたいてき

に い き い き と

活 動
かつどう

するための支援
しえん

に取
と

り組
く

みます。

【基本
きほん

方針
ほうしん

３】

 地域
ちいき

で 安 心
あんしん

し て 快 適
かいてき

に、健 康
けんこう

であると実 感
じっかん

しながら暮
く

らすことがで

きるまちづくりを進
すす

めま

す。

見直
みなお

し

１ 雇用
こよ う

・就 業
しゅうぎょう

 障害
しょうがい

の特性
とくせい

に合
あ

わせた雇用
こよ う

の場
ば

の拡
かく

大
だい

や、

適切
てきせつ

な 就労
しゅうろう

支援
しえ ん

、障害者
しょうがいしゃ

施設
しせ つ

等
など

への優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

等
など

を進
すす

めます。

２ 余暇
よ か

活動
かつどう

・生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
かつどう

 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に楽
たの

しむ様々
さまざま

な

余暇
よ か

活動
かつどう

等
など

の機会
きか い

を拡大
かくだい

します。

見直
み な お

し

１ 障 害
しょうがい

や障 害
しょうがい

のある人
ひと

を理解
りかい

し、「共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

を目指
め ざ

します

２ 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

します

３ 地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせるまちづくりを推進
すいしん

します

４ 障 害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

へ、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

します

５ 相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

します

一部
いち ぶ

見直
みな お

し

５年間
ねんかん

の

重 点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく



７ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

における各施策
かくしさく

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

や、平成
へいせい

年度
ねん ど

に実施
じっ し

したアンケート調査
ちょうさ

、

ヒアリング調査
ちょうさ

の結果
けっ か

、平成
へいせい

年度
ねん ど

に開催
かいさい

した「西
にし

東京市
とうきょうし

地域
ちい き

自立
じり つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎか い

計画
けいかく

改定
かいてい

作業
さぎょう

部会
ぶか い

」における検討
けんとう

等
など

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

の５つの項目
こうもく

を重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

として設定
せってい

しまし

た。

今後
こん ご

、後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

期間
きか ん

である平成
へいせい

（ ）年度
ねん ど

から平成
へいせい

（ ）年度
ねん ど

の５

年間
ねんかん

において、重点的
じゅうてんてき

に関連
かんれん

施策
しさ く

を推進
すいしん

していきます。

 

 誰
だれ

もが安全
あんぜん

安心
あんしん

に暮
く

らしていける「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

を目指
め ざ

します。

 障害
しょうがい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
りか い

や、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

に関
かん

する理解
りか い

、啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

みま

す。

 障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス事業所
じぎょうしょ

や障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、ボランティア体験
たいけん

等
など

の

取組
とりくみ

の推進
すいしん

や、障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

への理解
りか い

促進
そくしん

につながる取組
とりくみ

を行
おこな

っていきます。

 「大人
おと な

の発達
はったつ

障害
しょうがい

」についての認識
にんしき

や理解
りか い

を広
ひろ

め、日常
にちじょう

生活
せいかつ

において生
い

きづら

さを感
かん

じつつ過
す

ごしている人
ひと

を少
すこ

しでも少
すく

なくしていくよう努
つと

めていきます。

 障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

に関
かん

する理解
りか い

や啓発
けいはつ

に向
む

け、取組
とりくみ

を進
すす

めます。

 小規模
しょうきぼ

の、地域
ちい き

に根差
ね ざ

した交流
こうりゅう

の場
ば

を設
もう

けることや、学校
がっこう

教育
きょういく

と連携
れんけい

し、

小中学校
しょうちゅうがっこう

等
など

での講座
こう ざ

等
など

の実施
じっ し

を検討
けんとう

します。

 子育
こそ だ

て支援
しえ ん

施策
しさ く

と連携
れんけい

し、障害
しょうがい

のある子
こ

どもの地域
ちい き

社会
しゃかい

への参加
さん か

を推進
すいしん

します。

 障害
しょうがい

のある子
こ

どもと障害
しょうがい

のない子
こ

どもの交流
こうりゅう

の活発化
かっぱつか

も目指
め ざ

します。

 「障害者
しょうがいしゃ

サポーター養成
ようせい

講座
こう ざ

」の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。

 サポーターを増
ふ

やし、またフォローアップを充実
じゅうじつ

させていきます。

重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

１



障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さん か

を支援
しえん

します

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、それぞれの知識
ちし き

やスキルを活
い

かし、活躍
かつやく

できるまちを目指
め ざ

します。

 就労
しゅうろう

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

への参加
さん か

といった、更
さら

なる社会
しゃかい

参加
さん か

を支援
しえ ん

します。

 障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせ つ

における工賃
こうちん

の向上
こうじょう

等
など

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

みます。

 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

に意欲
いよ く

のある民間
みんかん

企業
きぎょう

との連携
れんけい

により、多様
たよ う

な 働
はたら

き方
かた

・勤務
きん む

形態
けいたい

の

雇用
こよ う

の確保
かく ほ

に取
と

り組
く

みます。

 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこ う

・定着
ていちゃく

の促進
そくしん

のため、ジョブコーチが職場
しょくば

に訪問
ほうもん

することの

ほか、「就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえ ん

」サービスを展開
てんかい

する事業所
じぎょうしょ

との連携
れんけい

による、安定
あんてい

して

働
はたら

くための定期的
ていきてき

なフォローアップ等
など

に取
と

り組
く

みます。

 文化
ぶん か

・芸術
げいじゅつ

・スポーツ等
など

の活動
かつどう

や生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

、余暇
よ か

活動
かつどう

を支援
しえ ん

します。

 スポーツについては、東京
とうきょう

２０２０オリンピック・パラリンピック競技
きょうぎ

大会
たいかい

を

見据
み す

えた障害者
しょうがいしゃ

スポーツの振興
しんこう

の視点
して ん

だけでなく、スポーツを通
つう

じた共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて、スポーツ活動
かつどう

への支援
しえ ん

の充実
じゅうじつ

など、地域
ちい き

で障害
しょうがい

のある人
ひと

が

活躍
かつやく

できる機会
きか い

・場
ば

づくりの推進
すいしん

を図
はか

っていきます。

地域
ちい き

で安心
あんしん

して暮
く

らせるまちづくりを推進
すいしん

します

 安心
あんしん

して暮
く

らせる、住
す

まいや生活
せいかつ

環境
かんきょう

の確保
かく ほ

に取
と

り組
く

みます。

 引
ひ

き続
つづ

きグループホームの設置
せっ ち

、開設
かいせつ

に向
む

けた取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

 障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちい き

での居住
きょじゅう

支援
しえ ん

のための機能
きの う

の集約
しゅうやく

を 行
おこな

う拠点
きょてん

である、「地域
ちい き

生活
せいかつ

支援
しえ ん

拠点
きょてん

等
とう
」の整備

せい び

を進
すす

め、障害者
しょうがいしゃ

の生活
せいかつ

を地域
ちい き

全体
ぜんたい

で支
ささ

えるサービス

提供
ていきょう

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。

 災害
さいがい

対策
たいさく

の更
さら

なる充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。

 ユニバーサルデザインやバリアフリーに配慮
はいりょ

したまちづくりを進
すす

めていきます。

 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

における「アクセシビリティ」を高
たか

めていきます。

重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

２

重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

３

７ 後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

の重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

前半
ぜんはん

５年間
ねんかん

における各施策
かくしさく

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

や、平成
へいせい

年度
ねん ど

に実施
じっ し

したアンケート調査
ちょうさ

、

ヒアリング調査
ちょうさ

の結果
けっ か

、平成
へいせい

年度
ねん ど

に開催
かいさい

した「西
にし

東京市
とうきょうし

地域
ちい き

自立
じり つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎか い

計画
けいかく

改定
かいてい

作業
さぎょう

部会
ぶか い

」における検討
けんとう

等
など

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

の５つの項目
こうもく

を重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

として設定
せってい

しまし

た。

今後
こん ご

、後半
こうはん

５年間
ねんかん

の計画
けいかく

期間
きか ん

である平成
へいせい

（ ）年度
ねん ど

から平成
へいせい

（ ）年度
ねん ど

の５

年間
ねんかん

において、重点的
じゅうてんてき

に関連
かんれん

施策
しさ く

を推進
すいしん

していきます。

 

 誰
だれ

もが安全
あんぜん

安心
あんしん

に暮
く

らしていける「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

を目指
め ざ

します。

 障害
しょうがい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
りか い

や、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

に関
かん

する理解
りか い

、啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

みま

す。

 障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス事業所
じぎょうしょ

や障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、ボランティア体験
たいけん

等
など

の

取組
とりくみ

の推進
すいしん

や、障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

への理解
りか い

促進
そくしん

につながる取組
とりくみ

を行
おこな

っていきます。

 「大人
おと な

の発達
はったつ

障害
しょうがい

」についての認識
にんしき

や理解
りか い

を広
ひろ

め、日常
にちじょう

生活
せいかつ

において生
い

きづら

さを感
かん

じつつ過
す

ごしている人
ひと

を少
すこ

しでも少
すく

なくしていくよう努
つと

めていきます。

 障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

に関
かん

する理解
りか い

や啓発
けいはつ

に向
む

け、取組
とりくみ

を進
すす

めます。

 小規模
しょうきぼ

の、地域
ちい き

に根差
ね ざ

した交流
こうりゅう

の場
ば

を設
もう

けることや、学校
がっこう

教育
きょういく

と連携
れんけい

し、

小中学校
しょうちゅうがっこう

等
など

での講座
こう ざ

等
など

の実施
じっ し

を検討
けんとう

します。

 子育
こそ だ

て支援
しえ ん

施策
しさ く

と連携
れんけい

し、障害
しょうがい

のある子
こ

どもの地域
ちい き

社会
しゃかい

への参加
さん か

を推進
すいしん

します。

 障害
しょうがい

のある子
こ

どもと障害
しょうがい

のない子
こ

どもの交流
こうりゅう

の活発化
かっぱつか

も目指
め ざ

します。

 「障害者
しょうがいしゃ

サポーター養成
ようせい

講座
こう ざ

」の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。

 サポーターを増
ふ

やし、またフォローアップを充実
じゅうじつ

させていきます。

重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

１



 地域
ちい き

における、施設
しせ つ

・設備
せつ び

、サービス、情報
じょうほう

、制度
せい ど

等
など

の利用
りよ う

しやすさを高
たか

めてい

きます。

 障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

を未然
みぜ ん

に防
ふせ

ぎます。

 虐待
ぎゃくたい

の発見
はっけん

と迅速
じんそく

な対応
たいおう

を図
はか

るため、その啓発
けいはつ

活動
かつどう

及
およ

び障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

センタ

ーの広報
こうほう

活動
かつどう

に取
と

り組
く

みます。

 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

の活用
かつよう

を支援
しえ ん

します。

 より一層
いっそう

の制度
せい ど

活用
かつよう

支援
しえ ん

に向
む

け、制度
せい ど

や、相談
そうだん

機関
きか ん

の周知
しゅうち

活動
かつどう

等
など

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り

組
く

みます。

障害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

へ、切
き

れ目
め

のない支
し

援
えん

を充実
じゅうじつ

します

 障害
しょうがい

や、世代
せだ い

に応
おう

じた必要
ひつよう

な支援
しえ ん

が受
う

けられるように、情報
じょうほう

を届
とど

ける仕組
し く

みや切
き

れ

目
め

のない支援
しえ ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を進
すす

めます。

 障害
しょうがい

のある子
こ

どもへの支援
しえ ん

については、これまでに推進
すいしん

してきた、「早期
そう き

発見
はっけん

・

早期
そう き

療育
りょういく

」を中心
ちゅうしん

とした各種
かくしゅ

支援
しえ ん

策
さく

を引
ひ

き続
つづ

き行
おこな

っていきます。

 保護者
ほ ご し ゃ

・家族
かぞ く

への支援
しえ ん

についてより重点的
じゅうてんてき

に取
と

り組
く

みます。特
とく

に、医療的
いりょうてき

ケアが

必要
ひつよう

な障害児
しょうがいじ

について、保護者
ほ ご し ゃ

や家族
かぞ く

がレスパイトを行
おこな

える環境
かんきょう

を整
ととの

えます。

 発達
はったつ

障害
しょうがい

の可能性
かのうせい

が 考
かんが

えられる児童
じど う

について、保護者
ほ ご し ゃ

が悩
なや

みを抱
かか

え込
こ

んでしま

わないように、ペアレントメンターの活動
かつどう

や、ペアレントトレーニング等
など

を充実
じゅうじつ

させることで、保護者
ほ ご し ゃ

を支援
しえ ん

していきます。

 障害
しょうがい

のある児童
じど う

・生徒
せい と

の学校
がっこう

生活
せいかつ

における課題
かだ い

等
など

に、学校
がっこう

や、教育
きょういく

委員会
いいんかい

と

連携
れんけい

しながら対応
たいおう

します。

 歳
さい

を迎
むか

えた障害者
しょうがいしゃ

が障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービスから介護
かい ご

保険
ほけ ん

サービスへ移行
いこ う

する際
さい

に、

スムーズに移行
いこ う

できる体制
たいせい

の構築
こうちく

に努
つと

めます。

 高次
こう じ

脳
のう

機能
きの う

障害者
しょうがいしゃ

への支援
しえ ん

として、「保谷
ほう や

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふく し

センター」において、

医療
いりょう

機関
きか ん

との連携
れんけい

や相談
そうだん

事業
じぎょう

、相談
そうだん

専門
せんもん

ダイヤルの取組
とりくみ

に引
ひ

き続
つづ

き努
つと

めます。

 若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

の支援
しえ ん

として、東京都
とうきょうと

が実施
じっ し

している相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

に

努
つと

めます。

  

重点
じゅうてん

推進
すいしん

項目
こうもく

４

 地域
ちい き

における、施設
しせ つ

・設備
せつ び

、サービス、情報
じょうほう

、制度
せい ど

等
など

の利用
りよ う

しやすさを高
たか

めてい

きます。

 障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

を未然
みぜ ん

に防
ふせ

ぎます。

 虐待
ぎゃくたい

の発見
はっけん

と迅速
じんそく

な対応
たいおう

を図
はか

るため、その啓発
けいはつ

活動
かつどう

及
およ

び障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

センタ

ーの広報
こうほう

活動
かつどう

に取
と

り組
く

みます。

 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

の活用
かつよう

を支援
しえ ん

します。

 より一層
いっそう

の制度
せい ど

活用
かつよう

支援
しえ ん

に向
む

け、制度
せい ど

や、相談
そうだん

機関
きか ん

の周知
しゅうち

活動
かつどう

等
など

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り

組
く

みます。

障害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

へ、切
き

れ目
め

のない支
し

援
えん

を充実
じゅうじつ

します

 障害
しょうがい

や、世代
せだ い

に応
おう

じた必要
ひつよう

な支援
しえ ん

が受
う

けられるように、情報
じょうほう

を届
とど

ける仕組
し く

みや切
き

れ

目
め

のない支援
しえ ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を進
すす

めます。

 障害
しょうがい

のある子
こ

どもへの支援
しえ ん

については、これまでに推進
すいしん

してきた、「早期
そう き

発見
はっけん

・

早期
そう き

療育
りょういく

」を中心
ちゅうしん

とした各種
かくしゅ

支援
しえ ん

策
さく

を引
ひ

き続
つづ

き行
おこな

っていきます。

 保護者
ほ ご し ゃ

・家族
かぞ く

への支援
しえ ん

についてより重点的
じゅうてんてき

に取
と

り組
く

みます。特
とく

に、医療的
いりょうてき

ケアが

必要
ひつよう

な障害児
しょうがいじ

について、保護者
ほ ご し ゃ

や家族
かぞ く

がレスパイトを行
おこな

える環境
かんきょう

を整
ととの

えます。

 発達
はったつ

障害
しょうがい

の可能性
かのうせい

が 考
かんが

えられる児童
じど う

について、保護者
ほ ご し ゃ

が悩
なや

みを抱
かか

え込
こ

んでしま

わないように、ペアレントメンターの活動
かつどう

や、ペアレントトレーニング等
など

を充実
じゅうじつ

させることで、保護者
ほ ご し ゃ

を支援
しえ ん

していきます。

 障害
しょうがい

のある児童
じど う

・生徒
せい と

の学校
がっこう

生活
せいかつ

における課題
かだ い

等
など

に、学校
がっこう

や、教育
きょういく

委員会
いいんかい

と

連携
れんけい

しながら対応
たいおう

します。

 歳
さい

を迎
むか

えた障害者
しょうがいしゃ

が障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービスから介護
かい ご
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サービスへ移行
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する際
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重点
じゅうてん

推進
すいしん
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こうもく

４
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しやすさを高
たか

めてい

きます。

 障害者
しょうがいしゃ

に対
たい
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と迅速
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のない支
し

援
えん
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じゅうじつ

します

 障害
しょうがい

や、世代
せだ い

に応
おう

じた必要
ひつよう

な支援
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が受
う

けられるように、情報
じょうほう
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とど

ける仕組
し く

みや切
き

れ

目
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